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【公表日】平成20年11月13日(2008.11.13)
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月11日(2009.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機械振動子ピックオフに接続された第１の位相ロックループ（２７１）と、
　前記第１の位相ロックループの出力端に接続された第２の位相ロックループ（２７２）
とを備え、
　前記第２の位相ロックループは、前記機械振動子モータピックオフからの信号（２１２
、２５１）の分数倍周波数を有する正弦波信号を出力することができる、
機械振動子制御システム（１０、２１０）。
【請求項２】
　前記正弦波信号と前記機械振動子ピックオフからの前記信号とが互いに整合される、請
求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記正弦波信号のエッジまたはクロスオーバ点は、前記機械振動子ピックオフからの前
記信号のエッジまたはクロスオーバ点と一致する、請求項２に記載のシステム。
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